
［平成２９年度 学力向上実行プラン］ （徳島県立鳴門高等学校 全日制）

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学 校 関 係 者 の 意 見 今後の改善方策

（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
学習に対す Ⅰ）授業力の向上を Ⅰ）・先生の説明がわかりやすいと思う生徒の割合 Ⅰ）・生徒による授業評価１７項目において昨年度に比べて１１項目数 （評定） ○生徒の授業への関心が４ポ ○生徒の興味・関心を

図る。 ８５％以上。 値が上昇。板書についての項目がすべて向上。先生の説明がわかり イント下がっているのはどう 引き出すため，授業内容

る目的意識が やすいと思う生徒の割合は８７・２％。 Ｂ してか。なぜ下がったかを分 等の工夫を各教科や各授

Ⅱ）単位制を生かし， Ⅱ）・単位制による多くの選択科目や少人数授業な Ⅱ）・保護者への学校評価アンケートを実施し，単位制による多くの選 析してほしい。 業等でより充実させる。
希薄で，家庭 生徒の進路の多様 どが充実していると思う保護者の割合７０％ 択科目や少人数授業などが充実していると思う保護者の割合６０

化に対応した教育 以上。 ％。 （所見）
学習に十分に 課程を整備する。 幅広い生徒層が

① 【１学年】 ①【１学年】 在籍する中で，単
取り組めてい （下位組織レベル） ・家庭学習０時間の者１０％以下。２時間以上 ・家庭学習０時間の者平日１８％，休日１３％。 位制を生かし，生 ○生徒が主体的に学習したこ ○研究授業等による各教

①学習意欲・習慣 の者２５％以上。 （２時間以上の者平日２７％、休日４８％。） 徒のニーズに合っ とを，積極的に授業の中で取 科や学年での検討会を積
ない生徒が多 の向上及び基礎学 ・学期末において欠点４科目以上の者０名。 ・１学期末において，欠点４科目以上の者３名，平均点８０点以上の たカリキュラムを り入れてほしい。 極的に開催し，授業力の

力の定着。 平均８０点以上の成績上位者各学期７０人以 成績上位者８８名。 実践している。 （アクティブラーニング） 向上に努める。
い。このよう [各学年・図書課・ 上。 ・２学期末において，欠点４科目以上の者８名，平均点８０点以上 成績上位者につ ある程度枠の中で学習させ また，考える力や創造

教務課・各教科] 【２学年】 の者７０名。 いては，学習時間 ることには賛成である。その する力を育て，生徒の積
なことから， ・家庭学習０時間の者１０％以下。 【２学年】 の確保が高い割合 中で，どうして学ぶのか，自 極的な授業参加を図る。

・学期末において欠点４科目以上の者０名。 ・学習時間０時間の者平日３０％，休日２３％。 でできているが， 分からアクションを起こして
多様化した生 【３学年】 （平日２時間以上２９％，休日２時間以上４７％，平日３時間 家庭学習が十分で いく生徒を育ててほしい。

・家庭学習４時間以上の者１０％以上，０時間 以上１１％，休日４時間以上１１％） ない生徒の割合も
徒に対応した の者５％以下。 ・欠点４科目以上の者（２学期末５名） 多いことから課題

【３学年】 が残る。
指導方法 ,内 ・２回の調査結果から，学習時間４時間以上の者は平日 3.9%→ 6.5%， 今年度の生徒の

休日 14.3%→ 17.5% といずれも増加、学習時間０の者は平日 45.6% 授業評価の中で， ○来年度からの単位増につい ○教育課程の充実した実
容等を検討し → 37.1%、休日 43.3%→ 34.8%と減少。 特に授業への興味 ては，学力の向上に繋がる。 施に向け，指導内容・指

活動計画 活動計画の実施状況 ・関心（約７１％） 導方法等の改善策を考え
組織的に学力 Ⅰ）相互参観授業を実施する。 Ⅰ）・６月、１１月に教員の相互参観授業「学び合い week」を実施し， を昨年度と比べて 魅力あるものにする。

・教科会・学年会で学力向上に向けて検討する。 授業評価カードを活用して授業力の向上を図った。 みると４ポイント
の伸長を図 ・各学年毎に模擬試験等の結果を活用した学力分析会を実施し指導改 程度減少している

・高大連携事業を行う。 善に活かした。 ことから，授業内
る。 ・７月に徳島大学を訪問し，体験授業を含めキャンパスツアーを行い 容や指導方法の工

８８名（１年３１名、２年３０名、３年２７名）の生徒が参 夫などＰＤＣＡで
加した。また，８月に鳴門教育大学主催の体験授業に２３名（１年 検証しながら対策
１４名、２年８名、３年１名）の生徒が参加した。 を講じていく必要
・四国大学の「わくわくイングリッシュセミナー」に６名の生徒が がある。
参加した。

Ⅱ）・多様な学校設定科目を設ける。 Ⅱ）・英・数・・国・理・社の５教科における研究科目（例：国語研究）

はもちろんのこと，ボランティア学特講，チャンピオンスポーツ，

ライフロングスポーツ，生活の書，ユニバーサルデザイン，フード

デザイン，時事問題，エブリディ・イングリッシュ，伝統文化など

多くの学校設定科目により，生徒の学力の多様化に対応した。

① 【１学年】 ①【１学年】

・３教科に週末課題を課し，自主学習の習慣づ ・英・数・国の週末課題を毎週実施し、提出させることで学習習慣

けをさせるとともに，家庭学習時間を増やす。 の定着を図った。家庭学習時間については、前年度と比較して平日

学習計画および生活の記録をつけさせ，すべ ・休日ともに上昇した。

てのテストに対して計画的に準備する習慣を 【２学年】

つけさせる。 ・英・数・国の週末課題を毎週実施し，年間通して組織的に実施する

【２学年】 ことで成績上位者の増加につながった。一部提出が遅れる生徒に課題

・３教科（英数国）に週末課題を課し，家庭に がある。

おける学習習慣の確立と最低学習時間の確保

を図る。



【３学年】 【３学年】
・１学期中は、３教科に週末課題を課し、家庭 ・英数国各教科ごとに，進路選択や習熟度に応じた課題を設定し，
学習時間の増加と習慣の定着を図る。 実施した。提出期限の設定と粘り強い提出指導により，８０％～

・進路学習を通し，進路目標の明確化と学習意 ９０％の提出率を達成した。

欲の喚起を図る。

【図書課】 【図書】

・情報の取捨選択、活用能力の育成及び，学び ・月に１回図書館だよりを発行した。

を深める場としての図書館の活用を推進する ・新刊書等話題の本を紹介するコーナー等により生徒の関心を高め

た。

（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総 合 評 価
具体的な進 Ⅰ）「夢をかたち」に Ⅰ）・国公立大学合格者５０名以上。 Ⅰ）・国公立大学（１８名）私立大学（１６９名）私立短期大学（３１ （評定） ○１学年の進路未決定者が多 ○進路ガイダンスや進路

できる魅力ある学 ・本校に進学させて良かったと思っている保護 名）専門学校（７４名）への合格者であった。同志社大学・立命館 いのではないか。オープンキ 講演会の改善策を考え，

路目標を早期 校にする。 者の割合８０％以上。 大学等，関西の有名私立大学，私立短期大学への進学者の増加，ま Ｂ ャンパスなど積極的に参加さ 進路意識を高める。

Ⅱ）保護者と連携し た，看護医療系への進学者も多く，国公立大学進学者を大きく上回 せる取り組みを考えてはどう また，生徒に様々な情
に設定し，個 た進路指導を充実 った。 か。 報を広く周知するととも

させる。 ・本校に進学させて良かったと思っている保護者の割合７７％。 に，積極的に還元できる
に応じた進路 ようにする。

（下位組織レベル） Ⅱ）・三者面談や学年別 PTA 等は十分に行われて Ⅱ）

指導を充実さ ①進路意識の向上。 いると思う保護者の割合７０％以上。 ・三者面談や学年別ＰＴＡ等は十分に行われていると思う保護者の割 （所見）
［各学年・進学課] 合７０％。 進学課や各学年 ○１学年では，中学校との環 ○看護・医療系を希望す

せ , すべての が中心となり学問 境の違いを認識させ，角度を る生徒への指導体制の見
②総合的な学習の時 ① 【１学年】 ①【１学年】 別・学校別等のガ 変えながら進路指導をしてい 直しを図る。

教育活動にお 間の充実。 ・オープンキャンパスや進路説明会の参加者の ・オープンキャンパス，進路説明会への参加者のべ６９名。 イダンスを実施し ってはどうか。
[各学年] べ１００名以上。 ・進路志望調査において進路「未決定者」（２５・２％） 進路意識を高めて

いてキャリア ・学年最終の進路志望調査において進路「未定 ・希望模試の受験者８月全統８１名，２月全統８２名。 いった。徳島大学
②キャリア教育の充実 者」３％以下。 ・年３回の全員受験の指定模試を実施した。 や岡山大学への見

教育を推進す [就職課] [進路課] ・模試の受験者各回１２０名以上。 【２学年】 学（体験）バスツ ○大学入学共通テストに
【２学年】 ・希望模試の受験者８月全統８８名，２月進研１０８名。 アーの参加者も多 対応するため具体的施策

る。 ・模試の受験者各回１００名以上。 ・模試の全国偏差値５０以上７％。 数あった。 に取り組み，思考力や表
・模試の全国偏差値５０以上１０％以上。 ・年３回の全員受験の指定模試を実施した。 年間を通した補 現力等を高める能力の育
【３学年】 【３学年】 習・個別指導・週 成を図り，資格・検定試

・補習登録率６０％以上、出席率８０％以上 ・補習登録率５８・３％、出席率８２・６％。 末課題等を実施す 験等に向けた指導方法を
・大学入試センター試験出願者４０％以上。 ・大学入試センター試験出願者約３８％。（１１６名出願） ることにより，基 考える。

礎学力・応用力の
②・外部講師による講演会を２回以上実施。 ②外部講師による講演会を各学年１回以上実施。 向上に向けた取り
③・インターンシップの参加人数２０名以上。 ③１年生（６名）２年生（１４名）３年生（４１名）合計６１名 組みをした。 ○補習実施に向けての内
活動計画 活動計画の実施状況 今年度のセンタ 容の精選等を再検討す
Ⅰ）・進路ガイダンスを実施する。 Ⅰ・１年生対象に進路講演会を実施した。 ー試験には１１６ る。
（鳴高キャリアアッププランで実施） ・２年生対象に学問別ガイダンスを実施した。（３９講座） 名が出願したが，

・３年生対象に学校別ガイダンスを実施した。（４２校参加） 生徒の進路希望に
則したよりきめ細 ○食育やエシカル消費等

Ⅱ）➀ ・夏季休業中に三者面談を実施する。 Ⅱ➀・夏季休業中に三者面談を実施し，進路について理解を促進した。 かい進路指導を図 についての意識を高め，
・学年別 PTAを実施する。 ・学年別ＰＴＡを実施し，進路説明会・進路講演会を実施した。 っていく必要があ 健康教育を深める。
・PTA活動を活性化させる。 ・７月にＰＴＡ・教職員が関西大学を視察した。 る。
・個人面談を充実させる。 ・４月・９月に面接習慣を設け，生徒１名につき２回以上の個人面談

・補習を充実させる。 を実施した。

・１・２年生に対して，校外模試を年５回以上 ・年間早朝補習を３０分、放課後補習を５０分実施した。また，夏期

実施する。 ・冬期・春期及び２次対策補習などを実施した。（補習出席率１年

・大学入試センター試験に向けた実践トレーニ ８３・３％、２年８４・９％、３年８２・６％）

ングを行う。 ・１・２年生の校外模試を年間６回実施（３回は全員）。部活動で当

・進学資料を適切に配布する。 日受験できない者に対して，別日程で受験できるように配慮した。

・資格取得を奨励する。 ・冬季休業日以降に鳴高プレテストとして３回実施した。

・生徒が主体的に進学先を研究する姿勢を身に ・大学・専門学校資料頒布会２回実施。

つけさせる。 ・鳴門教育大学，徳大医学部，鳴門病院付属専門学校での体験授業等

・進路探究バスツアーを実施する。 に積極的に参加した。

・７月に徳島大学（８８名参加）８月に岡山大学（１５名参加）への



進路探究バスツアーを実施した。

②・薬物防止，非行防止，食育教育，創立記念な ②・薬物防止，食育、命の教育等の講演会を実施し，基礎的汎用力を育

どの講演会を実施し，広く社会の出来事につ 成した。また、NIE 教育の一環として，新聞読書感想文を１・２年
いて関心を持たせキャリア教育を行う。 生は全員，３年生は進路決定者に課し，社会の出来事に関心を持た

せることができた。創立記念日は，本校卒業生郡利江氏の講演会を

実施しキャリア教育につながるものとなった。

また，主権者意識を高めるため，２・３年生を対象に出前授業を各

１回開催した。

・３年生を対象に，年金セミナーを開催した。

③ インターンシップの参加を促す。 ③・鳴門病院等地域医療現場に６１名の生徒が職場体験した。

・就職については大塚製薬はじめ県内・外の大手企業等に全員内定し

た。（就職２４名、公務員４名）

＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった

［平成 29年度 徳島県立鳴門高等学校 学力向上推進員・検討委員］

学力向上推進員 教諭・進学課員 美﨑由子 学力向上検討委員 教諭・理科・１学年主任 松野 茂男
教諭・国語科主任・２学年主任 清水 英洋
教諭・公民科・３学年主任 郡 善則
教諭・理科・進学課長 桝井 裕次
教諭・地歴科主任・就職課主任 坂東 弘幸
教諭・公民科主任 森脇 稔
教諭・数学科主任 廣田 祐作
教諭・理科主任・保健厚課長 仁木 留見
教諭・保健体育科主任・総務課主任 市橋 賢治
教諭・芸術科主任 古川 恵己
教諭・英語科主任 島田 良子
教諭・家庭科主任 谷藤 順子
教諭・情報課長・進学主任 宮崎 威

・


